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	応用
	抗原情報
	背景
	ATG5はオートファジー小胞の形成に関与する。ATG7をE1様活性化酵素、ATG10をE2様結合酵素とするユビキチン様結合系を介してATG12と結合することが、その機能に必須である。ATG12-ATG5結合体は、ATG8ファミリータンパク質の脂質化と小胞膜への結合に必要なE3様酵素として作用する。酸化損傷後のミトコンドリア品質管理、およびそれに続く細胞寿命に関与する。また、ATG12-ATG5結合体は、RARRES3およびMAVSとの直接的な結合を介してI型インターフェロン産生経路を阻害することにより、自然抗ウイルス免疫応答を負に制御する。さらに、ウイルスRNAの翻訳、または翻訳装置への送達にも関与する。リンパ球の発達の様々な側面において重要な役割を果たし、Bリンパ球とTリンパ球の両方の生存と増殖に不可欠である。 MHC IIに対する抗原の最適な処理と提示に必要。軸索形態と膜構造の維持、ならびに正常な脂肪細胞分化に関与。中心小体サテライトからのOFD1の除去とオートファジー経路を介したIFT20の分解を通じて一次繊毛形成を促進する。
	研究分野
	オートファジー、アポトーシス
	画像データ
	

	黒線: コントロール抗原 (100 ng); 紫線: 抗原 (10 ng); 青線: 抗原 (50 ng); 赤線: 抗原 (100 ng);
	

	Hela（1）およびK562（2）細胞溶解物に対するATG5マウスmAbを用いたウエスタンブロット分析。
	

	ATG5マウスmAb（緑）を用いたHela細胞の免疫蛍光染色。青：DRAQ5蛍光DNA色素。赤：Alexa Fluor-555ファロイジンで標識されたアクチンフィラメント。
	

	ATG5 マウス mAb (緑) とネガティブ コントロール (赤) を使用した Hela 細胞のフローサイトメトリー分析。

